企画資料

私のチャンネルにアンチコメントを執拗に書き込んでいる人との対戦動画になります。今回も流れは怒り・文句→泣き喚くといった形でお願いいたします。

1. 基本データ
· ハンドルネーム： 風呂王子（ふろおうじ）
· 由来： 「社会の垢（あか）を洗い流す高貴な存在」という歪んだ自意識から命名。本人はカッコいいと思っている。
· 年齢： 52歳
· 職業： 警備員のアルバイト（元々は中小企業の事務だったが、馴染めず退職）
· 居住： 実家の子供部屋（築40年の木造住宅）、または壁の薄いワンルームアパート。
· 未既婚： 独身（交際歴なし）
2. 性格・行動原理
· 異常な正義感（他責思考）：
· 自分の人生が上手くいかないのは「社会」「政治」「教育」のせいだと本気で信じている。
· 「自分は被害者」であり、「正しいことを言っているのに迫害されている」という悲劇のヒーロー気取り。
· 「勝ち負け」アレルギー：
· 実生活で負け続けてきたため、競争そのものを憎んでいる。
· 他人が勝利の喜びを味わっているのを見ると、激しい嫉妬と嫌悪感を抱く。
· ネット弁慶：
· リアルでは大人しく、コンビニ店員にも敬語だが、ネット上では全能感に浸り、説教口調になる。
· YouTubeのコメント欄を「自分の演説台」だと思っている。
· 【設定資料】風呂王子が「粘着アンチ」になった理由

1. 最初のキッカケ（過去のトラウマのフラッシュバック）
YouTubeの「おすすめ」に、たまたま動画が流れてきました。 そこで子供相手に勝って「楽しそうに笑っている姿」を見た瞬間、風呂王子は激しい拒絶反応を起こしました。 その笑顔が、学生時代や職場で**「自分のことを見下して、小馬鹿にしてきた勝ち組（同級生や上司）」の顔と完全に重なった**からです。

2. 負けた子供への「自己投影」（ルサンチマン）
彼は「子供が可哀想」だから怒っているわけではありません。ゲームに負けて悔しがる子供の姿に、「社会で負け続け、誰にも認められない惨めな自分自身」を重ね合わせているのです。 だからこそ、動画主が子供を倒す行為は、風呂王子にとって「俺の尊厳をこれ以上踏みにじるな！」という個人的な恨みに変換されています。

3. 孤独な日常を埋める「ヒーローごっこ」
実生活の彼は、誰からも必要とされず、休日は狭い部屋でスマホを眺めるだけの孤独な50代です。社会に対する不満（政治や経済への文句）を常に抱えていますが、リアルでそれを主張する度胸はありません。 しかし、コメント欄で動画主を「巨悪」に仕立て上げ、正論（と本人は思っている）をぶつけている時だけは、「世直しのための聖戦に挑むヒーロー」になれるのです。この快感が忘れられず、粘着しています。

4. スルーされることを「勝利」と勘違いしている
これまで彼のコメントを削除したり、ブロックしたりせず放置していたことを、彼は都合よく解釈しています。 「俺の正論にビビって反論できないんだな」「図星を突かれて逃げているんだな」と思い込み、自分の優位性を確認するために、何度も何度もマウントを取るためのコメント（感嘆符「‼️」多用）を書き込み続けています。

5. 「説教」という名の娯楽
彼にとって、動画を監視し、粗探しをしてコメントを書き込むことは、人生で唯一の「日課（エンタメ）」になってしまっています。 「今日もあいつ（動画主）が悪いことをしていないかチェックしてやる」とパトロールすることが、彼に生きる目的を与えてしまっている状態です。

